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救援物資供給に関する今後必要なこと
熊本地震・東⽇本⼤震災を通じてヤマト運輸が認識する

地震の規模や、道路損壊状況、家屋の損壊状況、通信状況等
発災ごとに避難者ニーズは異なるが、被災者ニーズに基づく
救援物資供給の役割の明確化が必要と認識

①国・地⽅⾃治体・⺠間企業連携時の情報⼀元化
②初期避難者が必要となる物資の選定、輸送⽅法に
ついて国と都道府県、市区町村でのナレッジ化

③避難者ニーズに基づく救援物資供給官⺠連携
システムの構築

→流通事業者・メーカー・物流事業者（全ト協）の連携




